
□所得税の確定申告を必要としない方で給与・事業・
不動産などの収入がある方（給与のみで年末調整済
みの方を除く）

□国民健康保険に加入している方
※収入のない方、または少ない方でも国民健康保険税
の低所得者に対する軽減措置は、申告がなければ対
象になりません。

□事業を営む方で、所得金額が所得控除の合計額より
も多い方

□給与所得者で、給与所得や退職所得以外の所得合計
が 20 万円を超える方

□給与を 2 カ所以上から受け、年末調整をされなかっ
た給与の収入額と、給与所得や退職所得以外の所得
合計が 20 万円を超える方

□年金受給者で源泉徴収税を納付している方
※公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、かつ、
公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が 20 万
円以下である場合には、申告は必要ありません。
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申告相談日
●平　日

●休　日

●出　張

月　日 時　間 場　所
2 月 26 日㈰

8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口
3 月   5 日㈰ ☎ 73-7505

月　日 時　間 場　所
3 月 1 日㈬ 9：00 ～ 12：00 南部公民館　☎ 75-2111
3 月 2 日㈭ 13：00 ～ 15：00 農村環境改善センター　☎ 72-6040

月　日 時　間 場　所
  　2 月 16 日㈭～ 8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口
  　3 月 15 日㈬の平日 13：00 ～ 17：15 ☎ 73-7505

※ 3 月 1 日と 2 日は、出張申告相談のため、役場税務課窓口職員が少なく非常に混雑します。
※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署でのご相談をお勧めします。

時間に余裕をもってお越しください

申告で用意するもの03

町道民税の申告が必要な方02

所得税の確定申告が必要な方01

所得税の確定申告、町道民税の申告の時期が近づいてきました。
期日までに、正しく忘れず申告しましょう。
【税に関する相談・問い合わせ】

岩見沢税務署　　　　　☎ 0126-22-0810
町税務課課税グループ　☎ 73-7505

申告期間

2/16㈭
3/15㈬

お早めに！忘れずに！

税の申告
ホームページを
　　　　ご活用ください
　国税庁ホームページ「確定申告書等作
成 コ ー ナ ー」（https://www.keisan.nta.go.jp/
h27/ta_top.htm）では、画面の案内に従って
金額などを入力するだけで、税額が自動計
算され確定申告書を自宅で簡単に作成する
ことができます。（広報くりやま 1 月号の折
込チラシを参照）

□印鑑（認め印可、シャチハタ不可）
□マイナンバーがわかるもの
　 マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　○マイナンバーカード
　○マイナンバーカードのコピー（両面）
　 マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方
　○マイナンバーを確認できる書類（通知カード、マ
　　イナンバーの記載がある住民票の写し）
　○身元確認書類（運転免許証、パスポート、保険証
　　などのうち１つ）
　○マイナンバーを確認できる書類、身分確認書類の
　　コピー１部ずつ
□収入の分かる書類（給与・年金のある方は、源泉徴

収票）
□税務署から申告書を送付された方は、その申告書
□所得控除を受ける方は、次の書類
＜医療費控除＞
　支払った医療費の領収書、保険などで補てんされる

金額のわかるもの、医療費の明細書（事前に作成。
用紙は税務課に備え置き）

＜社会保険料控除＞
　社会保険任意継続保険料、国民年金保険料（控除証

明書の添付が必要）、国民健康保険税、介護保険料、
後期高齢者医療保険料などの領収書または証明書

＜生命保険料、地震保険料＞
　各種控除証明書
＜住宅借入金等特別控除＞
　登記全部事項証明書、住民票の写し、売買契約書ま

たは請負契約書、住宅取得資金に係る借入金の年末
残高等証明書

＜障がい者控除＞
　障がい者手帳、療育手帳、障がい者控除対象者認定

書などの確認ができるもの
※介護保険の要介護認定（要支援は除く）を受けてい

る 65 歳以上の方は、障がい者手帳などの交付を受
けていない場合でも、「障がい者控除対象者認定書」
の交付により、障がい者控除の対象になります。

□本人名義の銀行などの口座番号がわかるもの（税金
が還付になる方）

マイナンバーの

　記載が必要です

　今回の申告から、マイナ
ンバーの記載が必要になり
ました。
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３
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年
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２
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表
彰

■
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績
章

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　
　

伊
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三
也

　

第
３
分
団
部
長　
　
　
　
　

松
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俊
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■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

瀧
澤　

茂
和

　

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

蛇
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慎
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

猪
熊　

政
信

　

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
出
初
式
が
１
月

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
栗
山
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど

町
内
９
カ
所
で
、
同
団
第
１
分
団
に
よ
る
は

し
ご
を
使
っ
た
登と

て
い梯
を
披
露
。
法
被
姿
の
団

員
が
高
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
に
登

り
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
倒
立
や

両
手
足
を
広
げ
る
妙
技
を
次
々
に
披
露
し
、

集
ま
っ
た
町
民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
消
防
車
両
や
消
防
団
員
ら

約
１
０
０
人
が
駅
前
通
り
を
行
進
。
続
く
式

典
で
は
、
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
述
べ
29
人

が
表
彰
さ
れ
た
後
、
永
田
英
隆
団
長
は
「
近

年
は
災
害
が
複
雑
多
様
化
し
、
予
測
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
災
害
の
な

い
穏
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
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３
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３
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会
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知
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方
支
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長
表
彰
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績
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３
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（
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続
25
年
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２
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■
勤
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勤
続
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年
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３
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３
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史

　

第
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■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
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第
１
分
団
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員　
　
　
　
　

猪
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慎
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第
１
分
団
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員　
　
　
　
　

廣
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勝
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第
２
分
団
団
員　
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裕
樹

　

第
２
分
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団
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正
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博
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第
２
分
団
団
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水
上　

雄
亮

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

宮
本　
　

準

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

岩
崎　

翔
弥

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

大
野　

浩
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栗
山
消
防
団

出
初
式

■
申
込
期
限

　

2
月
17
日
㈮

■
申
込
方
法

「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添

え
て
申
込
先
に
直
接
持
参
、ま
た
は
郵
送
、

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出

※
申
込
書
は
町
経
営
企
画
課（
役
場
２
階
）で

の
受
け
取
り
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.hokkaido.

　

jp/docs/2017011100030/

■
留
意
事
項

①
町
広
告
掲
載
要
綱
・
町
広
告
掲
載
基
準
に

規
定
さ
れ
て
い
る
「
広
告
媒
体
と
し
て
不

適
当
な
広
告
」は
掲
載
不
可

②
広
告
原
稿
は
申
込
者
各
自
で
作
成
の
上
、

提
出
。
作
成
お
よ
び
提
出
方
法
は
申
し
込

み
後
に
連
絡

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
３　

℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

gyouseikeiei-g@
tow

n.kuriyam
a.

　

hokkaido.jp

規　格 Ａ 4 版（2 色刷り）
約 30 ページ構成

発行部数 6,500 部

使用期間 平成 29 年 5 月～

使用内容 町内全戸配布ほか、
公共施設に備え置き

広告規格
（mm）

第 1 種　縦 52 ×横 85
第 2 種　縦 52 ×横 175

募集枠数 第 1 種の枠でおおむね 8 枠
※募集を超える場合は抽選です。

掲載位置 冊子裏表紙を予定

印刷色 カラー

広告料 第 1 種　15,000 円
第 2 種　30,000 円
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ま
ち
の
予
算
書
で
Ｐ
Ｒ
を
！　
　

企
業
広
告
を
募
集

平成 29 年度住民向け
まちの予算説明書（仮称）

ご協力を！
消火栓・防火水槽の除雪

【問い合わせ】
　南空知消防組合消防署
　☎ 72-0150

□湿った雪や固まった雪などは大変重くなって
いるので、足や腰を痛めないように無理はし
ないこと

□車や歩行者に十分気をつけること

＜注意事項＞

ご注意を！
火災が多発しています

　日ごろより住宅近くの消火栓・防火水槽の除雪
を行っていただいている町民の皆さんに心から感
謝申し上げます。
　消火栓・防火水槽が雪に埋もれた状態で火災が
起きると、消防隊到着後の活動が消火栓・防火水
槽の掘り起こしからとなり、放水活動に遅れが生
じます。
　消防署では、積雪時に除雪作業を行いますが、
大雪の場合は除雪作業が遅れることもありますの
で、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　昨年 12 月 22 日、新潟県糸魚川市のラーメン
店で鍋の空だきにより出火した火災は、折からの
乾燥した強風にあおられ商店街や住宅 144 棟が
焼損する大火災となりました。
　また、昨年末から全国各地、道内でも毎日のよ
うに死亡火災が報道されています。
　火災を出さないよう、以下の点に気をつけま
しょう。

□石油ストーブの火を付けたまま、カートリッ
ジタンクを取り出し、給油をしないこと

□灯油とガソリンを間違えて給油しないよう、
十分確認すること

□ストーブの近くに布団、衣類など燃えやすい
ものを掛けないこと

□ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず
火を消すこと

□寝たばこは絶対にしないこと

＜注意事項＞

※広告掲載事業は、町の資産を広告媒体として有
効活用し、民間事業者などとの協働により町の
新たな財源を確保するとともに、町民サービス
の向上や地域経済の活性化を図ることを目的と
して平成 19 年度から取り組んでいます。



こんにちは！ 町史編さん室ですNo.8

町史編さん室に保管され資料と
して活用されている町内各地域
の「部落史」の数々

　

地
域
限
定
の
資
料
を
、
町
民
が
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
企
画
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
栗
山
町
に
は
20
冊
以
上
の
「
部

落
史
」
が
あ
り
、
地
域
の
歩
み
を
確
か
に

次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
意
欲
的
に
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
い
写
真
、
学
校
の

記
念
誌
、
統
計
書
類
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
市
町
村
で

開
拓
１
０
０
年
の
記
念
史
・
誌
を
発
行
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て「
部
落
史
」

が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
栗
山

町
の
部
落
史
は
、
豊
富
な
資
料
と
筆
の
立

つ
人
の
努
力
に
よ
っ
て
確
か
な
資
料
に
基

づ
く
、
多
面
的
な
地
域
の
歩
み
を
記
念
史

の
中
に
納
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
尊
い
仕
事
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
が

次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
よ
う
に「
部
落
史
」

な
ど
を
使
っ
て
定
期
的
に
働
き
か
け
、
地

域
限
定
の
資
料
を
町
民
全
体
の
財
産
と
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
」
と
旅
の
人
に
聞
か

れ
て
、
そ
の
特
徴
を
す
ぐ
に
語
れ
る
よ
う

に
指
導
を
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

小
中
学
生
、
そ
し
て
若
い
人
た
ち
は
、

車
で
通
り
過
ぎ
る
地
域
は
、
見
て
い
て

も
、
歩
い
て
地
域
の
実
態
を
見
る
こ
と
は

意
外
と
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
足

で
歩
き
、
風
を
感
じ
、
目
で
確
か
め
、
耳

に
入
る
音
を
心
に
刻
み
、
記
憶
し
た
も
の

は
生
涯
そ
の
人
の
宝
と
な
り
ま
す
。
中
で

も
、
地
域
に
詳
し
い
人
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
地
域

の
人
々
の
働
き
の
中
で
生
活
で
き
る
人

は
、
力
強
く
「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
」

と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　

　

栗
山
町
に
は
、
地
域
づ
く
り
に
尽
く
し

て
い
る
図
書
館
や
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
施
設
と
そ
こ
に
働
く
人
々
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
確
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
励
み
た
い
も
の
で
す
。

　

２
月
は
、
平
成
29
年
度
の
企
画
・
立
案

の
時
。
こ
ん
な
こ
と
を
皆
さ
ん
と
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
卜
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室　

☎
�
７
８
２
０

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

地
域
と
の
触
れ
合
い

VOL.8

多
々
あ
り
ま
す
が
・
・
・
）
冬
休
み
の
宿

題
の
手
伝
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
が
企
画
し
た「
か
る
た
作
り
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
角
田
の
好
き
な
場

所
の
絵
札
と
読
み
札
を
作
っ
て
も
ら
い
、

最
終
日
に
は
、「
か
る
た
大
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
想
像
し
て
い
た
以
上

に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
も
角
田
地

区
の
魅
力
が
分
か
り
、
地
域
の
方
と
つ
な

が
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の
方
々

と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

若
者
定
住
・
移
住
を
担
当
し
て
い
ま
す
山

口
尚
久
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
他
の
隊
員
と
と
も
に
冬
休

み
期
間
中
に
、
角
田
小
学
校
で
行
わ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
学
習
サ
ポ
ー

ト
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
地
域

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
に
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
地

域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
に
育
て

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

３
日
間
の
授
業
で
は
、先
生
と
し
て（
逆

に
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
が

地
域
資
料
の
還
流
―
町
民
全
体
の
財
産
と
す
る
た
め
に
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女性の働き方について
文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

１
３
０
万
円
の
壁
も
あ
る

コラム
お金のおはなし

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

栗山町ファミリー・
　サポート・センター
　ファミリー・サポート・センター ( ファミサポ ) では、
育児を手伝ってもらいたい「依頼会員」と、育児を手伝い
たい「提供会員」が、地域で子育てを支え合うサービスで
す。子どもの送り迎えや預かりを行っています。
【問い合わせ】

○ファミサポアドバイザー　羽鳥　☎ 090-6695-6084
○うららくりやま駅前（中央 2 丁目 56 番地）
　☎ 72-0707（平日 9：00 ～ 17：00）
※ただ今、会員募集中です。気軽にお問い合せください。

利用料

平日　7：00 ～ 21：00
1 時間 600 円（以降 30 分ごとに 300 円）
※上記以外の時間と土日祝日は、1 時間

700 円（以降 30 分ごとに 350 円）です。

　

広
報
く
り
や
ま
１
月
号
で
お
話
し
た
配
偶

者
控
除
の
改
正
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
以
降
は
、
対
象
と
な
る
配
偶
者

の
年
収
は
１
５
０
万
円
以
下
、
配
偶
者
特
別

控
除
は
年
収
２
０
１
万
円
ま
で
が
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
夫
の
年
収
に
よ
っ
て
は
現
制
度

よ
り
納
税
額
が
増
え
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
。

　

改
正
に
よ
り
１
０
３
万
円
の
壁
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
実
は
ま
だ
壁
が
あ
り
ま
す
。
社

会
保
険
制
度
に
よ
る
１
３
０
万
円
（
勤
務
先

が
大
企
業
な
ど
の
場
合
１
０
６
万
円
、
以
下

同
じ
）
の
壁
で
す
。

　

社
会
保
険
は
扶
養
要
件
の
一
つ
に
被
扶
養

者
の
年
収
基
準
が
あ
り
、
そ
の
基
準
額
が

１
３
０
万
円
（
１
０
６
万
円
）
で
す
。

　

年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
る
と
、
夫

の
社
会
保
険
か
ら
の
扶
養
を
外
れ
て
自
分
の

勤
務
先
で
社
会
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を

負
担
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
保
険
料
分
の
手

取
り
が
減
り
ま
す
か
ら
、
結
局
１
３
０
万
円

を
超
え
な
い
よ
う
に
、
働
く
時
間
を
調
整
し

て
い
る
女
性
も
多
い
の
で
す
。

　

日
本
は
平
成
９
年
以
降
、
経
済
的
な
理
由

や
、
女
性
の
社
会
進
出
増
と
い
っ
た
背
景
も

あ
り
、
共
働
き
世
帯
数
が
専
業
主
婦
世
帯
数

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
配
偶
者
控
除
の
改
正
は
女
性
の
就

労
促
進
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
税
制
改
革

だ
け
で
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
女

性
が
結
婚
や
出
産
で
退
職
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
、
ま
た
共
働
き
世
帯
が
家
事
や
育
児

を
し
な
が
ら
で
も
、
よ
り
よ
く
働
く
環
境
を

提
供
で
き
る
制
度
の
拡
充
で
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

対象者

0 歳から小学 6 年生まで

＼栗山町の子育て支援をご紹介／

預かり場所

自宅、 提供会員宅、 託児室のいずれか
※託児室は、うららくりやま駅前にあり

ます。

■その他、延長保育、保育園・幼稚園での一時保育、放課後児童クラブや児童の一時預かりなども充実しています。詳しくは 栗山 のびのび 検索



11 広報くりやま　2017. 2 102017. 2　広報くりやま   

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

　

特
殊
詐
欺
に
注
意
を
！！

　

昨
年
１
年
間
の
道
内
で
の
特
殊
詐
欺
被
害

は
、一
昨
年
と
比
較
し
て
件
数
で
21
％
の
減
、

金
額
に
し
て
53
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
間
１
９
１
人
が

１
億
３
６
４
８
万
円
の
被
害
に
あ
っ
て
お

り
、
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
手
口
も
さ
ら
に

巧
妙
化
す
る
な
ど
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う

い
っ
た
も
の
が
特
殊
詐
欺
な
の
か
を
知
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
特
殊
詐
欺
の
種
類
】

●
振
り
込
め
詐
欺
（
お
れ
お
れ
詐
欺
・
架
空

請
求
詐
欺
・
融
資
保
証
金
詐
欺
・
還
付
金

詐
欺
）

●
金
融
商
品
な
ど
の
取
引
を
名
目
と
し
た

詐
欺

●
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
を
名
目
と
し
た
詐
欺

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の
情
報
提
供
を

名
目
と
し
た
詐
欺

　

以
上
が
、
主
な
「
特
殊
詐
欺
」
の
種
類
と

手
口
で
す
。

　

道
内
の
傾
向
と
し
て
は
、
架
空
請
求
詐
欺

が
特
殊
詐
欺
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
お

り
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、

○
犯
人
が
被
害
者
に
電
話
を
か
け
、「
あ
な

た
に
は
証
券
を
購
入
す
る
特
別
な
権
利
が

あ
り
ま
す
。
名
義
を
貸
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
」
と
だ
ま
す

○
被
害
者
が
名
義
を
貸
す
こ
と
を
承
諾
す
る

と
、
犯
人
は
「
名
義
貸
し
は
犯
罪
な
の
で

あ
な
た
は
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
」「
逮

捕
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
解
決
す
る
の
に
お

金
が
必
要
で
す
」
と
だ
ま
す

○
犯
人
は
宅
配
便
や
振
り
込
み
な
ど
で
お
金

を
送
る
よ
う
要
求
し
、
被
害
者
が
お
金
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

だ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被
害
者
は
「
と
に

か
く
早
く
お
金
を
払
っ
て
問
題
を
解
決
し
よ

う
」
と
い
う
心
理
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
犯
人
は
あ
の
手
こ
の
手
で
だ
ま
し
て
き

ま
す
が
、他
人
か
ら
電
話
、メ
ー
ル
、は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
金
の
要
求
が
あ
っ
た

ら
要
注
意
で
す
！

　

お
金
は
振
り
込
ま
な
い
、
送
ら
な
い
、
手

渡
さ
な
い
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

「
資
源
に
な
る
紙
類
」
の
適
正
な
分
別
を

　

炭
に
で
き
る
ご
み
袋
に
入
れ
な
い
で
！

　

ご
み
質
調
査
結
果
を
掲
載
し
た
広
報
く
り

や
ま
11
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
炭
に
で
き
る
ご
み
の
中
に
は

約
36
％
の
不
適
正
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
不
適
正
物
の
大
半
が
、
コ
ピ
ー
用
紙

や
箱
類
・
包
装
紙
な
ど
の
「
資
源
に
な
る
紙

類
」
で
す
。
炭
に
で
き
る
ご
み
は
、
町
が
処

分
料
を
支
払
い
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
混
入

し
て
い
る
「
資
源
に
な
る
紙
類
」
が
適
正
に

分
別
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
処
分
料
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
分
別
し

�

こ
ん
に
ち
は
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
、
総
務
委
員
会
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
天
野
剛た

か
お生

で
す
。

　

今
年
は
、
青
年
会
議
所
の
円
滑
な
運
営

を
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
が
さ
ら
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
年
間
こ
の
責
務
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で

青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
こ
で
強
く
感
じ
た
の
は
会
員
拡

大
の
重
要
性
で
す
。
現
在
の
会
員
は
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
で
す
が
、
主
要
メ
ン
バ
ー

は
30
歳
前
半
の
会
員
が
中
心
で
す
。
や
は

り
会
員
（
新
し
い
血
）
が
入
る
と
会
（
組

織
）
に
活
気
が
満
ち
溢
れ
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
が
合
わ
さ
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
事
業
構

築
も
可
能
で
す
。

　

私
は
青
年
会
議
所
活
動
を
通
し
て
、
多

く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
の
中
で
学
び
や

数
多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
じ
志
を
持
っ
た
「
仲
間
」
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な

い
財
産
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
青
年
会
議

所
に
入
会
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
う
感
じ
た

り
経
験
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
感
じ
て
動
く
か
ら
「
感
動
」

が
生
ま
れ
ま
す
。

　

私
も
含
め
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て

体
現
し
、
皆
さ
ん
に
多
く
の
感
動
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
の
地
域
に
住
ま

う
若
者
た
ち
は
、
ぜ
ひ
青
年
会
議
所
に
入

会
し
て
一
緒
に
汗
を
流
し
、
つ
な
が
り
を

増
や
す
と
と
も
に
、
ひ
た
向
き
に
ふ
る
さ

と
の
た
め
に
走
り
続
け
ま
し
ょ
う
！！

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
今
年
の
栗
山
青
年

会
議
所
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
た
向
き
に
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

栗山天満宮で気持ちを新たにする青年
会議所のメンバー

　

確
認
！
「
資
源
に
な
る
紙
類
」
の
排
出
方
法

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る「
資
源
に
な
る
紙
類
」

は
、
①
新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
類
②
雑
誌
類
③
段

ボ
ー
ル
④
箱
類
⑤
牛
乳
パ
ッ
ク
⑥
雑
紙
の
６

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
雑
紙
以
外
の
紙
類

　

右
記
の
①
か
ら
⑤
の
紙
類
は
、
ひ
も
で
十

字
に
縛
っ
て
排
出
し
ま
す
。
包
装
紙
・
メ
モ

紙
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

紙
封
筒
な
ど
の
上
質
な
紙
は
、
紙
封
筒
に
入

れ
て
新
聞
紙
に
挟は

さ

め
て
排
出
し
ま
す
。
指
定

袋
を
買
わ
ず
に
排
出
で
き
る
の
で
、
適
正
な

分
別
を
す
る
と
と
て
も
経
済
的
で
す
。

※
箱
類
は
紙
袋
に
重
ね
て
入
れ
て
、
中
身
が

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
ひ
も
で
十
字
に

縛
っ
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

炭にできるごみ袋に「資源になる
紙類」が多く混入しています

【雑紙以外の紙類の排出イメージ】

●
雑
紙

　

⑥
の
雑
紙
は
、
町
の
指
定
ご
み
袋
（
黒
字

の
資
源
袋
）
に
入
れ
て
排
出
し
ま
す
。

　

雑
紙
扱
い
と
な
る
も
の
は
、カ
ー
ボ
ン
紙
・

銀
紙
・
金
紙
・
カ
ッ
プ
麺
の
ふ
た
（
紙
製
）・

厚
紙
・
レ
シ
ー
ト
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
さ
れ
た
紙
・
写
真
な

ど
で
す
。　

※
新
聞
紙
が
な
い
場
合
は
、
包
装
紙
・
メ
モ

紙
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

紙
封
筒
な
ど
の
上
質
な
紙
も
、
町
の
指
定

ご
み
袋
（
黒
字
の
資
源
袋
）
に
入
れ
て
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
食
品
な
ど
の
汚
れ
が
付
い
た
紙
は
再
生
で

き
ま
せ
ん
の
で
、「
炭
に
で
き
る
ご
み
袋
」

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②雑誌類

④箱類

⑤牛乳パック

①新聞紙・チラシ類

③段ボール

適正な分別への
ご理解とご協力
をお願いします

【「資源になる紙類」の適正な分別を】

た
紙
類
を
引
取
業
者
に
売
却
す
る
こ
と
が
で

き
、
町
の
貴
重
な
収
入
に
な
り
ま
す
。

　適正に分別されると、処分料の支出が
削減されるだけでなく、町の貴重な収入
になります。

引取業者に売却

町が処分料を
支払い処分

炭にできるごみの
中に混入している

「資源になる紙類」

適正に分別されれば ･･･

現状は ･･･

収入増

支出増

大
き
な
違
い
が
！



特定健診を受診しましょう
　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
29
・
３
％
！

　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
栗

山
町
で
は
過
去
最
高
の
受
診
率（
表
２
参
照
）

で
し
た
。
平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

（
12
月
末
時
点
）
は
全
体
で
23
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
同
時
点
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

た
だ
し
、
全
道
的
に
特
定
健
診
受
診
率
は

上
昇
し
て
お
り
、
近
隣
町
と
比
較
し
て
も
栗

山
町
の
受
診
率
が
低
い
状
況
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
か
ら
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」

始
ま
る

　

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
（
入
院
や
介
護
状
態
）
を
予
防
す

る
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の
安
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
努
力
し
た
市
町
村
に
は
国
が
支

援
金
を
交
付
す
る
と
い
う
制
度
（
保
険
者
努

力
支
援
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
が
町
の

国
民
健
康
保
険
運
営
の
安
定
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
栗
山
町
も
特
定
健
診
受
診
率

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　

受
診
率
が
高
い
＝
生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る

人
が
多
い

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
最
大
の
目
的
は
、

自
ら
の
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
が
続
い
て

血
管
が
傷
つ
く
と
、心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
（
認

知
症
）・
人
工
透
析
へ
と
進
行
し
ま
す
。
通

院
や
入
院
、
要
介
護
の
状
態
を
引
き
起
こ
す

と
、
日
常
の
生
活
が
送
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
受
診
率
が
高
い
＝
生
活
習
慣
病
を
予
防

で
き
る
人
が
多
い
」
と
い
え
ま
す
。
年
を
重

ね
て
も
自
宅
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
方
）
は
、
３
月
末
ま
で
町
内
医

療
機
関
な
ど
で
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま

す
。職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
て
い
る
方
は
、

結
果
票
の
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
で
特
定

健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
日
程
で
、
臨
時
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
。
予
防
接
種
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
日

時
】

　

３
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

【
場

所
】

　

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
申
込
期
限
】

　

３
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
ま
で

※
上
記
申
込
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

【申込先・問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

歯
の
お
は
な
し

つ
ぎ
た
て
歯
科 

院
長

福
多　

一
雅

　

野
生
の
動
物
に
と
っ
て
、
歯
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
人
間
も
歯
が
な
い
乳
児
に
一
本
一
本

歯
が
生
え
て
く
る
ご
と
に
強
く
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
を
失
っ
た
人
も
義

歯
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
強
い

咀そ
し
ゃ
く嚼
力
を
回
復
し
、
全
身
的
な
活
力
を
復
活

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

長
い
時
間
を
か
け
て
進
化
し
て
き
た
結
果

が
現
在
の
人
間
の
歯
の
形
、本
数
な
の
で
す
。

そ
の
歯
一
本
一
本
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
人
類
が
豊
か
な
食
生
活
と

強
い
生
命
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

合
計
で
、
44
本
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
地
上
、
樹
上
、
地
下
さ
ら
に
は

海
、
空
へ
と
飛
躍
的
な
適
応
、
放
散
を
行
っ

て
今
日
に
至
り
、
食
性
も
多
様
に
分
か
れ
、

草
食
、
肉
食
、
魚
食
、
昆
虫
食
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
食
な
ど
特
殊
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
現
在
の
歯
の
形
、
本
数
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
歯
、
犬
歯
は
主
に
肉
な
ど
を
噛
み
切
る

の
に
使
う
歯
で
す
。
奥
歯
は
主
に
穀
物
、
草

な
ど
を
す
り
つ
ぶ
す
の
に
使
う
歯
で
、
歯
の

本
数
、
形
を
見
れ
ば
猫
の
ほ
う
が
、
犬
よ
り

肉
食
に
近
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
人
間
の
歯
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進

化
（
退
化
？
）
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
第
三
大
臼
歯
（
親
不
知
）
が
生

え
て
こ
な
い
人
は
最
近
増
加
し
て
い
ま
す
。

前
歯
が
一
本
あ
る
い
は
二
本
不
足
し
て
い
る

人
、
第
二
小
臼
歯
が
先
天
欠
如
し
て
い
て
、

乳
歯
の
奥
歯
を
永
久
歯
と
し
て
使
っ
て
い
る

人
も
時
々
見
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
よ
り
、
歯

を
喪
失
す
る
人
も
多
く
、
総
入
れ
歯
に
な
っ

て
し
ま
う
高
齢
者
の
方
も
多
数
存
在
す
る
の

が
現
実
で
す
。

　

合
計
は
、
30
本
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
犬
は
ど
う
で
し
ょ
う

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
前
臼
歯

　

４
本
×
４　

計
16
本

○
後
臼
歯

　

上
２
本
、下
３
本
の
上
下
で
５
本
×
２（
左

右
）
で
計
10
本

　

合
計
は
、
42
本
だ
そ
う
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ゴ
リ

ラ
な
ど
は
、
人
間
と
同
じ
32
本
で
す
。
し
か

し
、
初
期
の
哺
乳
類
は
、

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
小
臼
歯

　

４
本
×
４　

計
16
本

○
大
臼
歯

　

３
本
×
４　

計
12
本

　

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
何
本
歯
が
あ
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

○
切せ

っ
し歯

（
前
歯
）

　

２
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
８
本

○
犬け

ん
し歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
小し

ょ
う
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
小
さ
い
奥
歯
）

　

２
本
×
４　

計
８
本

○
大だ

い
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
大
き
い
奥
歯
）

　

３
本
×
４　

計
12
本

　

親お
や
し
ら
ず

不
知
を
含
め
る
と
、
上
下
で
32
本
あ
り

ま
す
。

　

で
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
猫
の
歯
は
何
本

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

○
切
歯

　

３
本
×
４
（
上
下
左
右
）
計
12
本

○
犬
歯

　

１
本
×
４　

計
４
本

○
前ぜ

ん
き
ゅ
う
し

臼
歯
（
人
間
の
「
小
臼
歯
」）・
後こ

う
き
ゅ
う
し

臼
歯

　
（
人
間
の
「
大
臼
歯
」）

　

上
下
で
７
本
×
２
（
左
右
）
計
14
本

歯
の
本
数
っ
て
何
本
？

生
き
物
に
と
っ
て
大
事
な
歯
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地区名 対象者数 受診者数 平成 28 年度
受 診 率

平成 27 年度
受 診 率

増
減

松 風 453 人 83 人 18.3% 18.2% ↗
中 央 459 人 66 人 14.4% 13.3% ↗

錦 84 人 16 人 19.0% 21.0% ↘
桜 丘 130 人 36 人 27.7% 22.0% ↗
朝 日 299 人 53 人 17.7% 16.1% ↗
富 士 148 人 32 人 21.6% 18.0% ↗
中 里 192 人 45 人 23.4% 20.1% ↗
湯 地 105 人 24 人 22.9% 24.6% ↘

森 2 人 0 人 0.0% 0.0% →
鳩 山 32 人 9 人 28.1% 37.5% ↘
雨煙別 33 人 4 人 12.1% 24.2% ↘
緑 丘 29 人 8 人 27.6% 21.4% ↗
北学田 60 人 25 人 41.7% 35.6% ↗
桜 山 46 人 18 人 39.1% 45.7% ↘
杵 臼 79 人 30 人 38.0% 39.2% ↘
旭 台 51 人 25 人 49.0% 31.0% ↗
共 和 33 人 14 人 42.4% 41.7% ↗
三日月 29 人 7 人 24.1% 34.5% ↘
角 田 142 人 35 人 24.6% 18.3% ↗
阿野呂 37 人 15 人 40.5% 48.8% ↘
大井分 51 人 5 人 9.8% 17.8% ↘
南学田 81 人 37 人 45.7% 36.5% ↗
継 立 166 人 37 人 22.3% 23.9% ↘
日 出 34 人 8 人 23.5% 21.6% ↗
御 園 57 人 19 人 33.3% 39.7% ↘
南角田 36 人 18 人 50.0% 23.6% ↗
円 山 35 人 10 人 28.6% 15.1% ↗
東 山 6 人 2 人 33.3% 16.7% ↗
滝 下 11 人 5 人 45.5% 25.0% ↗
合 計 2,920人 686 人 23.5% 22.0% ↗

表 1　平成 28 年度　特定健診地区別受診状況
（平成 28 年 12 月末時点）

平成 25年度 平成 26 年度 平成 27 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 21.0% 151 位 22.6% 149 位 29.3% 122 位
長沼町 54.3% 13 位 53.7% 20 位 55.7% 16 位
南幌町 30.7% 95 位 35.5% 77 位 38.5% 68 位
由仁町 51.6% 23 位 54.4% 18 位 65.8% 6 位
北海道 20.9% ー 26.1% ー 27.1% ー

表 2　南空知 4町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より
（順位：全道 179 市町村の順位）

実
施
し
ま
す
！
日
曜
日
に
臨
時
予
防
接
種

ー 献血のお知らせ ー
■月　日
　２月 27 日㈪
■場所・時間
　○株式会社エクセルシャノン栗山工場
　　10：00 ～ 11：30
　○栗山町役場
　　13：00 ～ 16：30

※特定健診は、糖尿病や脳卒中などの生活習慣
病を予防する目的に導入された健康診断制度
で、「メタボ健診」とも呼ばれています。


